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NY マーケットレポート（2020 年 11 月 4 日） 
 

 

出所：SBILM 



 
                                           

2 

NY 市場レポート （前日 21 時 00 分～午前 5 時 30 分まで） 
 

主要な米経済指標の結果 

10 月 ADP 雇用統計 36.5 万人（予想 65.0 万人・前回 74.9 万人⇒75.3 万人） 

10 月の米 ADP 雇用統計は、市場予想を下回る伸びとなり、雇用回復ペースが鈍化していることが示され

た。新型コロナウイルスの感染再拡大で一部の企業が雇用の調整をしているとの指摘もあった。サービ

ス部門の雇用は+34.8 万人、財生産部門は+1.7 万人、規模別では小規模企業が+11.4 万人、中規模企業が

+13.5 万人、大企業が 11.6 万人となった。 

 

データを基に SBILM が作成 
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10 月貿易収支 -639 億 USD（予想 -639 億 USD・前回 -671 億 USD⇒-670 億 USD） 

9 月の米貿易収支では、赤字額が前月比-4.7％となり、市場の予想通りの改善となった。各国が新型コロ

ナウイルスの感染拡大防止のための封鎖措置を緩和したことで、米国からの輸出が伸びたことが影響し

た。輸出は+2.6％の 1763.5 億ドル、輸入は+0.5％の 2402.2 億ドル。対中赤字は-0.4％の 296.7 億ドル、

対日赤字は+12.5％の 50.9 億ドル、対メキシコ赤字は-12.8％の 111.3 億ドルだった。 

 

データを基に SBILM が作成 
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10 月 ISM 非製造業景況指数 56.6（予想 57.5・前回 57.8） 

10 月の米 ISM 非製造業景況指数は、前月から 1.2 ポイント低下となり、市場予想も下回った。仕入価格

は 63.9（前月 59.0）、在庫も 53.1（48.8）と上昇したものの、景況指数が 61.2（63.0）、新規受注が

58.8（61.5）、雇用が 50.1（51.8）と前月から低下したことが影響した。10 月は 16 業種が景況拡大、2

業種縮小を報告した。 

 

データを基に SBILM が作成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
                                           

5 

米主要株価指数は 3 営業日続伸 

米株式市場では、米大統領選が翌日でも勝敗が決まらない混戦となる中で、米議会選で共和党が上院の

過半数を維持するとの観測が広がったことで、民主党バイデン前副大統領が大統領となった場合でも、

政策を実現するのは難しいとの見方から、増税や規制強化への懸念が後退し、主要株価指数は序盤から

堅調な動きとなった。ダウ平均株価は、一時前日比 820 ドル高まで上昇したものの、その後にトランプ

米大統領が法廷闘争に持ち込むとしたことが報道され、混乱が続くとの懸念から主要株価指数は上げ幅

を縮小した。ダウ平均株価は、367.63 ドル高（+1.34％）で終了、一方、ナスダックは 430.21 ポイント

高（+3.85％）で終了した。 
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ドルと円は主要通貨に対して上値の重い動き 

NY 市場では、アジアや欧米の株価上昇を背景に、投資家のリスク選好の動きからドルや円が売られた。

ドルは、欧州時間から欧州通貨や資源国通貨に対して軟調な動きが続いたこともあり、欧州時間に対円

で一時 105.15 まで下落したが、米国時間に入りその流れが一服して底固い動きとなった。ただ、序盤に

発表された米 ADP 雇用統計や ISM 非製造業景況指数が市場予想を下回る結果となり、景気回復ペースの

鈍化が懸念されたことが上値を抑える要因となった。さらに、米大統領選や議会選挙に対する思惑が交

錯していることもドルの圧迫要因となった。一方、米ダウ平均株価が一時前日比 800 ドル超の上昇とな

ったことが好感され、ユーロ/円やポンド/円などのクロス円は堅調な動きとなった。ただ、上昇してい

た米主要株価指数が終盤に上げ幅を縮小したことから、クロス円も引けにかけて上値の重い動きとなっ

た。 

 

出所：総合分析チャート 

 

提供：SBI リクイディティ・マーケット株式会社 

お客様は、本レポートに表示されている情報をお客様自身のためにのみご利用するものとし、第三者への提供、再配信を行うこ

と、独自に加工すること、 複写もしくは加工したものを第三者に譲渡または使用させることは出来ません。情報の内容について

は万全を期しておりますが、その内容を保証するものではありません。 また、これらの情報によって生じたいかなる損害につい
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